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Annual activities of Research Institute of Arts and Design 
(RIAD) for 2014 are as follows: 
1. As a collaborative study between medicine and design, 
we developed sterilization apparatus for shoes. In 
particular, RIAD and Medical Innovation Kobe Community 
System (MIKCS) progressed efficiently design of the 
mechanism, chassis, and assembly. We presented the 
outcome of these activities at MIKCS establishment 
meeting for general incorporated association, and further 
conducted press release of the information at Kobe Portopia 
Hotel. 
2. Kobe Design University started research activities 
regarding images, space, and product in medical field and 
organized a research seminar inviting experts of medical 
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図 1 3DCAD によるレンダリング	 図 2	 プレス発表用試作機 
 
第 2 章 
セミナー概要 
	 第 2 回「医とデザイン」セミナーとして、以下の講
師による講演会を開催した。  
開催日時：2015 年 2 月 19 日（木）14：00〜19：30 
開催場所：神戸芸術工科大学	 吉武記念ホール  
講演者  
東健：神戸大学大学院	 医学研究科	 内科学講座	 消
化器内科学分野	 教授	
講演タイトル：「神戸における医療イノベーション」	
















































































































行ったのも Florence Nightingale だというふうにいわ

































































第 7 章  
おわりに  
	 先端医療特区に指定された神戸の、人工島ポートア
イランドを中心に、「医」に関連した企業誘致や iPS
細胞に代表される最先端の研究開発がおこなわれてい
る。最も速いスピードで高齢社会に突入している我が
国で、「医」の領域が抱えている様々な問題点に、デザ
インの側面から真剣に取り組んでいく必要性と義務を
感じている。今回は多くの医療機器メーカーも参加さ
れ、講演会後の交流会では有意義な情報交換・名刺交
換の場となった。「医の領域」が抱える諸問題は多方面
の専門性を必要とし、しかもその裾野は広い。問題解
決のためには、医学・工学の専門家は勿論、様々な領
域の専門家との連携を持ちながら解決の糸口を見つけ
ていくことが大切であると痛感している。  
今回各々専門の異なる 4 名の演者から指摘された様々
な問題点や提言を、芸術工学研究所として真摯に受け
止め、各機関との連携を密にしながら研究を継続し解
決の糸口を模索していくことが重要であると考えてい
る。  
